
別記様式第４号（第４条関係）

（Ａ４）

郵便番号（○○○‐●●●●）

青森県青森市長島〇丁目〇番〇号

電話番号（０１７）〇〇〇 ‐●●●●

ｱｵﾓﾘ　ｲﾁﾛｳ

青森　一郎
　○○年○○月○○日

なし

上記のとおり相違ありません。

令和○○年 ○○月○○日

氏名 青森 一郎

備   考

１

２

３「生年月日」の欄は、登録申請者が法人である場合は記載しないこと。

４「賞罰」の欄には、行政処分等についても記載すること。

法 人 の 役 員

登録申請者
本 人

の調書
法 定 代 理 人

法 定 代 理 人 の 役 員

現住所

フリガナ
生年月日

商号、名称又は
氏名

賞
 
罰

年 月 日 賞   罰   の   内   容

法 人 の 役 員

本 人
 については、不要のものを消すこと。

法 定 代 理 人

法 定 代 理 人 の 役 員

総株主の議決権の100分の５以上を有する株主又は出資の総額の100分の５以上に相当する出資をしている者について
は、「賞罰」の欄への記載を要さない。

記載例（法人の場合の「法人の役員」の記載例） 記載例①不要なものを二重線で消します。

【※役員の人数分必要です。】

住民票の記載のとおり記入してください。

当該書類を作成した日付を記載してください。

住民票の記載のとおり記入してください。

「役員」の電話番号を記載ください。

「役員」の生年月日を記載ください。



別記様式第４号（第４条関係）

（Ａ４）

郵便番号（○○○‐○○○○）

青森県青森市長島〇丁目〇番〇号

電話番号（０１７）〇〇〇 ‐●●●●

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ　ｱｵﾓﾘｶｲﾀｲ

株式会社　あおもり解体

なし

上記のとおり相違ありません。

令和○○年 ○○月○○日

株式会社　あおもり解体

氏名 代表取締役　青森　太郎

備   考

１

２

３「生年月日」の欄は、登録申請者が法人である場合は記載しないこと。

４「賞罰」の欄には、行政処分等についても記載すること。

法 人 の 役 員

登録申請者
本 人

の調書
法 定 代 理 人

法 定 代 理 人 の 役 員

現住所

フリガナ
生年月日

商号、名称又は
氏名

賞
 
罰

年 月 日 賞   罰   の   内   容

法 人 の 役 員

本 人
 については、不要のものを消すこと。

法 定 代 理 人

法 定 代 理 人 の 役 員

総株主の議決権の100分の５以上を有する株主又は出資の総額の100分の５以上に相当する出資をしている者について
は、「賞罰」の欄への記載を要さない。

記載例②不要なものを二重線で消します。

法人の場合は、「生年月日」欄

は記入しないでください。

当該書類を作成した日付を記載してください。

履歴事項全部証明書の記載のとおり記入してください。

登記上の所在地を記載してください。

記載例（法人の場合の「本人」の記載例）



別記様式第４号（第４条関係）

（Ａ４）

郵便番号（○○○‐○○○○）

青森県青森市長島〇丁目〇番〇号

電話番号（０１７）〇〇〇 ‐●●●●

ｱｵﾓﾘ　ｲﾁﾛｳ

青森　一郎
　○○年○○月○○日

上記のとおり相違ありません。

令和○○年 ○○月○○日

氏名 青森　一郎

備   考

１

２

３「生年月日」の欄は、登録申請者が法人である場合は記載しないこと。

４「賞罰」の欄には、行政処分等についても記載すること。

法 人 の 役 員

本 人
 については、不要のものを消すこと。

法 定 代 理 人

法 定 代 理 人 の 役 員

総株主の議決権の100分の５以上を有する株主又は出資の総額の100分の５以上に相当する出資をしている者について
は、「賞罰」の欄への記載を要さない。

現住所

フリガナ
生年月日

商号、名称又は
氏名

賞
 
罰

年 月 日 賞   罰   の   内   容

法 人 の 役 員

登録申請者
本 人

の調書
法 定 代 理 人

法 定 代 理 人 の 役 員

記載例（法人の場合の「株主・出資者」の記載例） 記載例③不要なものを二重線で消します。

住民票の記載のとおり記入してください。

当該書類を作成した日付を記載してください。

住民票の記載のとおり記入してください。

「株主・出資者」の電話番号を記載ください。

「株主・出資者」の生年月日を記載ください。

記載不要です。



別記様式第４号（第４条関係）

（Ａ４）

郵便番号（○○○‐○○○○）

青森県青森市長島〇丁目〇番〇号

電話番号（０１７）〇〇〇 ‐●●●●

ｱｵﾓﾘ　ｶｽﾞｵ

青森　一男
　○○年○○月○○日

なし

上記のとおり相違ありません。

令和○○年 ○○月○○日

氏名 青森　一男

備   考

１

２

３「生年月日」の欄は、登録申請者が法人である場合は記載しないこと。

４「賞罰」の欄には、行政処分等についても記載すること。

法 人 の 役 員

登録申請者
本 人

の調書
法 定 代 理 人

法 定 代 理 人 の 役 員

現住所

フリガナ
生年月日

商号、名称又は
氏名

賞
 
罰

年 月 日 賞   罰   の   内   容

法 人 の 役 員

本 人
 については、不要のものを消すこと。

法 定 代 理 人

法 定 代 理 人 の 役 員

総株主の議決権の100分の５以上を有する株主又は出資の総額の100分の５以上に相当する出資をしている者について
は、「賞罰」の欄への記載を要さない。

記載例④不要なものを二重線で消します。

当該書類を作成した日付を記載してください。

住民票の記載のとおり記入してください。

住民票の記載のとおり記入してください。

記載例（個人の場合の記載例）


